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地域脱炭素ロードマップを受けた
基礎自治体での対応について

千葉大学大学院社会科学研究院教授 倉 阪 秀 史

　

２
０
２
０
年
10
月
に
当
時
の
菅
首
相
が

所
信
表
明
演
説
に
お
い
て
、
２
０
５
０

年
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
宣
言

し
て
以
来
、
日
本
の
脱
炭
素
政
策
が
一

段
と
加
速
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の

背
景
に
は
、
２
０
１
９
年
に
世
界
的
に

広
が
っ
た
「
気
候
危
機
」
の
認
識
で
あ

る
。
２
０
１
５
年
に
パ
リ
協
定
が
採
択
さ

れ
た
と
き
に
は
、
地
球
の
平
均
気
温
を
産

業
化
前
に
比
較
し
て
２
℃
上
昇
さ
せ
な
い

こ
と
が
共
通
の
目
標
と
認
識
さ
れ
、
１
・

５
℃
未
満
に
抑
え
る
こ
と
は
可
能
な
ら
ば

目
指
す
目
標
と
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、

２
０
１
８
年
に
、
世
界
の
科
学
者
が
政
策

決
定
者
に
科
学
的
な
判
断
を
伝
え
る
「
気

候
変
動
に
関
す
る
政
府
間
パ
ネ
ル
」（
Ｉ

Ｐ
Ｃ
Ｃ
）
が
、
１
・
５
℃
特
別
報
告
書
を

発
表
す
る
と
、
２
℃
目
標
で
は
不
十
分
で

あ
る
と
い
う
認
識
が
広
が
っ
た
。
平
均
気

温
の
上
昇
が
２
℃
を
超
え
て
く
る
と
、
人

間
の
叡
智
で
は
回
復
さ
せ
る
こ
と
が
不
可

能
な
重
大
な
悪
影
響
が
発
生
す
る
可
能
性

が
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
ギ
ャ
ン
ブ
ル
は
行

う
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
認
識
で
あ
る
。

　

２
０
１
８
年
８
月
に
は
、
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
議
会
前
で
、当
時
15
歳
の
グ
レ
タ
・
ト
ゥ

ン
ベ
リ
が
一
人
で
気
候
ス
ト
ラ
イ
キ
を
始

め
た
。
世
界
の
政
治
家
は
科
学
者
の
声
を

聞
く
べ
き
で
あ
る
と
い
う
彼
女
の
主
張
は

広
く
共
感
を
呼
び
、
２
０
１
９
年
に
は
、

世
界
の
若
者
が
気
候
ス
ト
ラ
イ
キ
を
起
こ

す
よ
う
に
な
る
。
火
事
の
際
に
な
に
よ
り

も
優
先
し
て
消
火
に
当
た
る
よ
う
に
、
温

暖
化
対
策
は
な
に
よ
り
も
優
先
さ
せ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
「
気
候
危
機
」
の

認
識
が
広
が
っ
た
の
で
あ
る
。

　

各
国
も
脱
炭
素
に
向
け
て
具
体
的
に
動

き
出
し
て
い
る
。
欧
州
連
合
理
事
会
は

２
０
１
８
年
11
月
、
Ｅ
Ｕ
の
気
候
中
立
に

関
す
る
ビ
ジ
ョ
ン
を
発
表
し
、
２
０
２
１

年
６
月
28
日
に
は
、
２
０
５
０
年
に
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
達
成
す
る
こ
と
を

明
記
す
る
初
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
気
候
法
が
採

択
さ
れ
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
で
は
、
ト
ラ

ン
プ
大
統
領
時
代
に
パ
リ
協
定
か
ら
の
離

脱
を
表
明
し
た
が
、
２
０
２
０
年
の
大
統

領
選
で
勝
利
し
た
民
主
党
の
バ
イ
デ
ン
大

統
領
が
パ
リ
協
定
に
復
帰
し
た
。
バ
イ
デ

ン
大
統
領
は
遅
く
と
も
２
０
５
０
年
ま
で

に
温
室
効
果
ガ
ス
の
ネ
ッ
ト
ゼ
ロ
排
出
を

達
成
す
る
こ
と
を
公
約
に
掲
げ
て
い
た
。

中
国
で
も
、
２
０
２
０
年
９
月
22
日
に
、

国
連
総
会
の
一
般
演
説
に
お
い
て
、
習
近

平
国
家
主
席
が
「
二
酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２
）

排
出
量
を
２
０
３
０
年
ま
で
に
減
少
に
転

じ
さ
せ
、
２
０
６
０
年
ま
で
に
Ｃ
Ｏ
２
排

出
量
と
除
去
量
を
差
し
引
き
ゼ
ロ
に
す
る

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
目
指
す
」
と

表
明
し
て
い
る
。

　

日
本
で
は
、
２
０
２
１
年
６
月
の
地
球

温
暖
化
対
策
推
進
法
の
改
正
に
よ
り
、
地

球
温
暖
化
対
策
は
、
我
が
国
に
お
け
る

２
０
５
０
年
ま
で
の
脱
炭
素
社
会
（
人
の

活
動
に
伴
っ
て
発
生
す
る
温
室
効
果
ガ
ス

の
排
出
量
と
吸
収
作
用
の
保
全
及
び
強
化

に
よ
り
吸
収
さ
れ
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
吸

収
量
と
の
間
の
均
衡
が
保
た
れ
た
社
会
を

い
う
。）
の
実
現
を
旨
と
し
て
、
行
わ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
明
記
さ
れ
た
。
さ

ら
に
、
パ
リ
協
定
に
基
づ
く
日
本
の
温
暖

化
対
策
目
標
を
、
２
０
１
３
年
比
で
26
％

削
減
す
る
と
い
う
従
来
の
目
標
か
ら
、

「
２
０
１
３
年
度
か
ら
46
％
削
減
す
る
こ

と
を
目
指
し
、
さ
ら
に
、
50
％
の
高
み
に

向
け
て
挑
戦
を
続
け
て
い
く
」
と
い
う
目

標
に
引
き
上
げ
、
２
０
２
１
年
10
月
に
条

約
事
務
局
に
報
告
し
た
。

　

２
０
２
１
年
11
月
27
日
の
第
26
回
気
候

変
動
枠
組
条
約
締
約
国
会
議
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ

26
）
で
は
、
グ
ラ
ス
ゴ
ー
気
候
合
意
が
行

わ
れ
、
地
球
の
平
均
気
温
を
産
業
化
前

に
比
べ
て
１
・
５
℃
以
内
に
抑
え
る
と
い

う
１
・
５
℃
目
標
が
世
界
共
通
の
目
標
と

な
っ
た
。
２
℃
目
標
で
あ
れ
ば
、
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
実
現
す
べ
き
期

限
は
２
１
０
０
年
頃
で
あ
っ
た
。
し
か

し
、
１
・
５
℃
目
標
の
場
合
、
２
０
５
０

年
に
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
達
成
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
グ
ラ
ス
ゴ
ー
気
候

合
意
で
は
、
２
０
２
２
年
ま
で
に
各
国
の

２
０
３
０
年
目
標
を
上
方
修
正
さ
せ
る
こ

と
も
合
意
さ
れ
て
お
り
、
日
本
の
目
標
も

さ
ら
な
る
上
方
修
正
に
向
け
た
検
討
が
求

め
ら
れ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

　

環
境
省
は
２
０
５
０
年
ま
で
に
二
酸
化

炭
素
排
出
実
質
ゼ
ロ
を
表
明
す
る
自
治
体

を
増
や
そ
う
と
働
き
か
け
を
行
っ
て
お

り
、
２
０
２
１
年
10
月
29
日
時
点
で
40

都
道
府
県
、
４
３
９
市
町
村
（
２
８
７

１
．急
速
に
動
く
脱
炭
素
政
策

１
．急
速
に
動
く
脱
炭
素
政
策

２
．
２
．地
方
自
治
体
に
お
け
る
カ
ー
ボ
ン

地
方
自
治
体
に
お
け
る
カ
ー
ボ
ン

　　

    

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
宣
言
の
広
が
り

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
宣
言
の
広
が
り

（一財）
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市
、
12
特
別
区
、
１
１
６
町
、
24
村
）
が

「
２
０
５
０
年
ま
で
に
二
酸
化
炭
素
排
出

実
質
ゼ
ロ
」
を
表
明
し
た
。
環
境
省
は
、

表
明
し
た
自
治
体
を
合
計
す
る
と
人
口
は

約
１
億
１
，１
７
７
万
人
と
な
っ
た
と
し

て
い
る
１ 
。

　

三
重
県
は
、
２
０
１
９
年
12
月
４
日
の

知
事
定
例
記
者
会
見
に
お
い
て
、「
ミ
ッ

シ
ョ
ン
ゼ
ロ
２
０
５
０
み
え
～
脱
炭
素
社

会
の
実
現
を
目
指
し
て
」
を
２
０
１
９
年

12
月
15
日
に
開
催
す
る
「
み
え
環
境
フ
ェ

ア
２
０
１
９
」
に
お
い
て
宣
言
す
る
こ
と

を
表
明
し
た
。

　

三
重
県
下
の
市
町
で
宣
言
を
行
っ
て
い

る
の
は
、
志
摩
市
、
南
伊
勢
町
、
桑
名
市
、

多
気
町
、
明
和
町
、
大
台
町
、
大
紀
町
、

紀
北
町
、
度
会
町
の
９
市
町
で
あ
る
。

　

志
摩
市
は
、
２
０
２
０
年
２
月
25
日
の

市
長
定
例
記
者
会
見
に
お
い
て
、「
ゼ
ロ

カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
し
ま
」
を
目
指
す
旨
が

表
明
さ
れ
た
。
志
摩
市
は
、
２
０
１
８
年

に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
の
第
一
期
に
三
重

県
か
ら
は
唯
一
選
定
さ
れ
て
お
り
、
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
未
来
都
市
と
し
て
、
脱
炭
素
社
会
の

実
現
に
向
け
、
取
り
組
む
決
意
を
表
明
し

た
も
の
で
あ
る
。

　

南
伊
勢
町
は
、
２
０
２
０
年
12
月
１
日

に
、「『
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
み
な
み
い

せ
』
を
め
ざ
し
て
～
２
０
５
０
年
ま
で
に

二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
実
質
ゼ
ロ
～
」
と

称
す
る
記
者
会
見
を
実
施
し
て
宣
言
し

た
。
南
伊
勢
町
で
は
、
森
林
資
源
・
農
地
・

藻
場
に
よ
る
二
酸
化
炭
素
の
吸
収
・
固
定

の
た
め
の
取
組
を
位
置
づ
け
て
い
る
点
が

特
徴
的
で
あ
る
。

　

桑
名
市
で
は
、
２
０
２
１
年
３
月
24
日

に
市
長
記
者
会
見
の
場
で
、「
２
０
５
０

年
ま
で
に
二
酸
化
炭
素
排
出
実
質
ゼ
ロ
」

を
目
指
す
「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
」
が

表
明
さ
れ
た
。
桑
名
市
で
は
、
ゼ
ロ
カ
ー

ボ
ン
シ
テ
ィ
の
実
現
に
向
け
、
産
学
官
金

連
携
に
よ
る
グ
リ
ー
ン
Ｉ
ｏ
Ｔ
ラ
ボ
・
桑

名
を
設
立
し
て
い
る
。

　

２
０
２
１
年
４
月
12
日
に
は
、
多
気

町
、明
和
町
、大
台
町
、大
紀
町
、紀
北
町
、

度
会
町
の
６
町
が
合
同
で
、「
広
域
三
重

６
町
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
」
を
記

者
発
表
し
た
。
宣
言
６
町
は
、
地
域
課
題

解
決
と
Ｒ
Ｅ
１
０
０
実
現
を
軸
と
し
た
６

町
に
よ
る
広
域
連
携
を
進
め
る
こ
と
と
し

て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
全
国
的
に
も
三
重
県
内
に

お
い
て
も
、
２
０
５
０
年
の
脱
炭
素
に
向

け
た
宣
言
が
広
が
っ
て
い
る
。
今
後
は
、

さ
ら
に
脱
炭
素
に
と
り
く
む
自
治
体
を
拡

大
す
る
と
と
も
に
、
脱
炭
素
に
向
け
た
実

質
的
な
取
組
を
進
展
さ
せ
て
い
く
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

２
０
２
１
年
６
月
に
は
、
官
房
長
官
を

議
長
と
す
る
国
・
地
方
脱
炭
素
実
現
会
議

に
お
い
て
、
地
域
脱
炭
素
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ

が
決
定
さ
れ
た
。
こ
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
に

お
い
て
は
、
今
後
の
５
年
間
に
政
策
を
総

動
員
し
て
、
２
０
３
０
年
度
ま
で
に
少
な

く
と
も
１
０
０
箇
所
の
「
脱
炭
素
先
行
地

域
」
を
つ
く
る
と
と
も
に
、
全
国
で
重
点

対
策
を
実
行
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。

　
「
脱
炭
素
先
行
地
域
」
に
お
い
て
は
、

民
生
部
門
（
家
庭
部
門
・
業
務
部
門
）
の

電
力
消
費
に
よ
る
Ｃ
Ｏ
２
排
出
実
質
ゼ
ロ

を
実
現
し
、
運
輸
部
門
や
熱
利
用
等
も
含

め
て
そ
の
ほ
か
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
削

減
に
つ
い
て
も
、
日
本
の
２
０
３
０
年
目

標
と
整
合
す
る
削
減
を
地
域
特
性
に
応
じ

て
実
現
す
る
こ
と
と
し
、
そ
の
実
現
の
道

筋
を
２
０
２
５
年
度
ま
で
に
立
て
る
こ
と

と
さ
れ
て
い
る
。「
そ
の
ほ
か
の
温
室
効

果
ガ
ス
排
出
削
減
」
と
し
て
は
、
民
生
部

門
の
電
力
以
外
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
に
伴

う
Ｃ
Ｏ
２
削
減
、
二
酸
化
炭
素
以
外
の
温

室
効
果
ガ
ス
の
削
減
、
自
動
車
・
交
通
、

農
林
水
産
業
、
廃
棄
物
・
下
水
処
理
な
ど

の
分
野
か
ら
の
排
出
削
減
を
列
挙
し
て
お

り
、
工
場
や
発
電
所
か
ら
の
排
出
は
例
示

さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
、
工
場
・
発
電

所
か
ら
の
排
出
削
減
は
国
が
主
体
的
に
実

施
し
て
い
く
と
い
う
役
割
分
担
が
前
提
と

な
っ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

全
国
的
に
取
り
組
む
重
点
対
策
と
し
て

は
、
以
下
の
８
つ
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

第
一
に
、
屋
根
置
き
な
ど
自
家
消
費
型
の

太
陽
光
発
電
で
あ
る
。
屋
内
や
自
動
車
で

自
家
消
費
す
る
太
陽
光
は
系
統
制
約
な
ど

の
課
題
が
少
な
い
と
し
て
い
る
。
第
二

に
、
地
域
共
生
・
地
域
裨
益
型
再
エ
ネ
の

立
地
促
進
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
地
元
企
業

に
よ
る
施
工
、
収
益
の
地
域
還
流
、
災
害

時
の
電
力
供
給
な
ど
地
域
に
貢
献
す
る
再

エ
ネ
を
導
入
す
る
と
い
う
内
容
で
あ
る
。

第
三
に
、
業
務
ビ
ル
等
に
お
け
る
徹
底
し

た
省
エ
ネ
と
再
エ
ネ
電
気
調
達
、
更
新
・

改
修
時
の
Ｚ
Ｅ
Ｂ
化
誘
導
で
あ
る
。
公
共

施
設
を
は
じ
め
と
す
る
業
務
ビ
ル
に
お

け
る
ネ
ッ
ト
・
ゼ
ロ
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
ビ

ル
（
Ｚ
Ｅ
Ｂ
）
化
を
促
進
す
る
内
容
で
あ

る
。
第
四
に
、
住
宅
・
建
築
物
の
省
エ
ネ

性
能
等
の
向
上
で
あ
る
。
住
宅
の
断
熱
性

な
ど
の
省
エ
ネ
性
能
、
気
密
性
の
向
上
を

図
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
第
五
に
、
ゼ
ロ

カ
ー
ボ
ン
・
ド
ラ
イ
ブ
で
あ
る
。
再
エ
ネ

電
力
と
、
電
気
自
動
車
や
燃
料
電
池
車
を

活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
自
動
車
に
よ
る

移
動
を
脱
炭
素
化
す
る
内
容
で
あ
る
。
第

六
に
、
資
源
循
環
の
高
度
化
を
通
じ
た
循

環
経
済
へ
の
移
行
で
あ
る
。
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
の
分
別
収
集
、
食
品
ロ
ス
半
減
な
ど
に

よ
っ
て
、
廃
棄
物
処
理
か
ら
の
温
室
効
果

ガ
ス
発
生
を
削
減
す
る
内
容
と
な
っ
て
い

る
。
第
七
に
、
コ
ン
パ
ク
ト
・
プ
ラ
ス
・

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
等
に
よ
る
脱
炭
素
型
ま
ち

づ
く
り
で
あ
る
。
街
の
コ
ン
パ
ク
ト
化
と

脱
炭
素
化
を
図
っ
た
公
共
交
通
を
組
み
合

わ
せ
、
都
市
内
の
エ
リ
ア
単
位
で
の
脱
炭

素
化
に
取
り
組
む
内
容
で
あ
る
。
第
八

に
、
食
料
・
農
林
水
産
業
の
生
産
力
向
上

と
持
続
性
の
両
立
で
あ
る
。
食
料
生
産
に

お
け
る
再
エ
ネ
調
達
の
推
進
、
地
域
の
未

利
用
資
源
の
活
用
、
効
率
的
な
生
産
体
系

へ
の
転
換
、
持
続
可
能
な
消
費
行
動
の
促

進
に
よ
っ
て
農
漁
業
の
持
続
性
を
確
保
す

る
と
と
も
に
、
森
林
整
備
を
進
め
、
地
域

材
の
活
用
を
図
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

　

そ
し
て
、
地
域
脱
炭
素
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ

に
お
い
て
は
、
脱
炭
素
先
行
地
域
を
作

り
、
８
つ
の
重
点
対
策
を
進
め
る
に
当

た
っ
て
、
こ
れ
か
ら
の
５
年
間
が
集
中
期

間
で
あ
る
と
し
て
、
①
人
材
派
遣
・
研
修
、

②
デ
ジ
タ
ル
技
術
も
活
用
し
た
情
報
・
ノ

ウ
ハ
ウ
の
整
備
（
情
報
基
盤
・
知
見
の
充

実
、
各
自
治
体
に
よ
る
削
減
目
標
や
シ
ナ

リ
オ
・
計
画
の
策
定
・
更
新
の
推
進
）、

③
資
金
支
援
を
集
中
的
に
行
う
こ
と
と
し

１
環
境
省「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
取
組
一
覧（
表
明
自
治
体
）

（2021.10.29

）」https://w
w
w
.env.go.jp/policy/

zero_carbon_city/02_list_211029.pdf

３３
．．地
域
脱
炭
素
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ

地
域
脱
炭
素
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ

　　

    

の
内
容

の
内
容
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て
い
る
。

　

脱
炭
素
に
向
け
た
国
の
動
き
は
、
こ
れ

ま
で
の
自
治
体
に
お
け
る
温
暖
化
政
策
の

あ
り
方
を
大
き
く
変
え
る
こ
と
に
な
る
だ

ろ
う
。
あ
る
い
は
、
変
わ
ら
な
け
れ
ば

２
０
５
０
年
の
脱
炭
素
社
会
の
実
現
は
難

し
い
と
考
え
る
。
従
来
の
自
治
体
で
の
温

暖
化
政
策
に
よ
く
見
ら
れ
る
誤
り
と
し
て

は
、
以
下
の
３
点
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

⑴
国
の
目
標
を
そ
の
ま
ま
自
治
体
の
目
標

と
す
る
誤
り

　

第
一
に
、
国
の
目
標
を
そ
の
ま
ま
自
治

体
の
目
標
と
す
る
こ
と
で
あ
る
。
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
に
目
標
設
定
を
任
せ
て
し
ま
う

と
、
国
の
目
標
に
合
わ
せ
た
目
標
を
出
し

て
く
る
こ
と
が
よ
く
み
ら
れ
る
。
た
と
え

ば
、
昨
年
度
に
計
画
策
定
し
た
自
治
体
の

中
に
は
、
２
０
３
０
年
目
標
を
２
０
１
３

年
比
で
26
％
削
減
と
し
て
い
る
自
治
体
が

あ
る
。
今
年
、
計
画
策
定
し
て
い
る
自
治

体
で
は
、
２
０
３
０
年
目
標
を
２
０
１
３

年
比
で
46
％
削
減
と
す
る
原
案
が
示
さ
れ

て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　

当
然
、
各
自
治
体
に
お
け
る
脱
炭
素

の
し
や
す
さ
に
は
違
い
が
あ
る
。
人
口

減
少
が
進
み
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
恵
ま
れ
て
い
る
自
治
体
に
お
い
て
は
、

２
０
５
０
年
と
言
わ
ず
、
２
０
３
０
年
に

脱
炭
素
を
実
現
で
き
る
と
こ
ろ
が
あ
る
は

ず
で
あ
る
。
実
際
に
、
倉
阪
研
究
室
と
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
研
究
所

が
毎
年
発
表
し
て
い
る
「
永
続
地
帯
報
告

書
」
に
よ
れ
ば
、
２
０
１
９
年
の
段
階

で
、
域
内
の
民
生
・
農
林
水
産
業
用
エ
ネ

ル
ギ
ー
需
要
を
上
回
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
生
み
出
し
て
い
る
市
町
村
は
、
全

国
に
１
３
８
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
域
内
の
民
生
・
農
水
用
電
力

需
要
を
上
回
る
量
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
電
力
を
生
み
出
し
て
い
る
市
町
村

は
、
２
２
６
存
在
す
る
。
こ
の
よ
う
な
自

治
体
に
お
い
て
は
、
い
ち
早
く
脱
炭
素
先

行
地
域
に
な
る
こ
と
を
目
指
す
べ
き
で
あ

る
。
そ
う
す
れ
ば
、
脱
炭
素
が
難
し
い
人

口
の
大
き
な
自
治
体
か
ら
再
エ
ネ
投
資
先

と
し
て
選
ば
れ
た
り
、
持
続
可
能
性
が
確

保
さ
れ
て
い
る
地
域
と
し
て
移
住
先
と
し

て
選
ば
れ
た
り
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

一
方
、
人
口
や
産
業
が
集
中
し
て
い
る

都
会
の
自
治
体
に
お
い
て
は
、
域
内
で
の

省
エ
ネ
投
資
や
再
エ
ネ
投
資
を
進
め
て
も

脱
炭
素
が
難
し
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。
こ
の

よ
う
な
自
治
体
に
お
い
て
は
、
域
内
で
の

取
組
に
加
え
て
、
域
外
で
の
再
エ
ネ
投
資

や
、
域
外
か
ら
の
再
エ
ネ
購
入
も
含
め
た

目
標
設
定
を
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

た
と
え
ば
、
環
境
債
（
グ
リ
ー
ン
ボ
ン

ド
）
を
発
行
し
て
、
域
外
に
再
エ
ネ
設
備

を
設
置
し
、
そ
の
生
産
分
を
域
内
で
の
対

策
で
足
り
な
い
部
分
を
補
う
も
の
と
し
て

取
り
扱
う
な
ど
の
工
夫
を
行
う
べ
き
で
あ

ろ
う
。

⑵
温
暖
化
対
策
に
取
り
組
む
市
民
の
割
合

を
目
標
と
す
る
誤
り

　

第
二
の
誤
り
は
、
温
暖
化
対
策
に
取
り

組
む
市
民
の
割
合
を
引
き
上
げ
る
こ
と
を

目
標
と
す
る
こ
と
で
あ
る
。
市
民
ア
ン

ケ
ー
ト
に
よ
っ
て
、「
あ
な
た
は
こ
ま
め

に
電
気
を
消
す
こ
と
を
心
が
け
て
い
ま
す

か
」
と
か
、「
あ
な
た
は
冷
蔵
庫
の
扉
を

開
け
っ
ぱ
な
し
に
し
な
い
よ
う
に
し
て
い

ま
す
か
」
と
か
の
項
目
を
聞
い
て
、「
は

い
」
と
答
え
た
市
民
の
割
合
を
高
く
す

る
こ
と
を
目
標
と
す
る
類
い
の
計
画
を

作
っ
て
い
る
と
こ
ろ
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

２
０
５
０
年
脱
炭
素
の
実
現
は
ひ
と
り
ひ

と
り
の
心
が
け
に
よ
っ
て
実
現
で
き
る
も

の
で
は
な
い
。
行
う
べ
き
は
、
省
エ
ネ
・

再
エ
ネ
・
蓄
エ
ネ
の
た
め
の
計
画
的
な
投

資
で
あ
る
。
耐
久
消
費
財
の
買
い
換
え
、

建
物
の
改
修
や
建
て
替
え
の
際
に
、
確
実

に
こ
れ
ら
の
投
資
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
政

策
を
講
じ
な
い
と
な
ら
な
い
。
た
と
え

ば
、
10
年
前
に
作
ら
れ
た
冷
蔵
庫
と
今
売

ら
れ
て
い
る
冷
蔵
庫
で
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

消
費
量
が
半
減
し
て
い
る
。
冷
蔵
庫
の
扉

の
開
け
閉
め
の
心
が
け
よ
り
は
、
古
い
冷

蔵
庫
を
買
い
換
え
て
も
ら
う
こ
と
の
方
が

重
要
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
脱
炭
素
投
資

を
働
き
か
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
脱
炭
素

ビ
ジ
ネ
ス
も
活
性
化
す
る
。
省
エ
ネ
・
再

エ
ネ
・
蓄
エ
ネ
な
ど
の
脱
炭
素
ビ
ジ
ネ
ス

は
、
地
域
密
着
型
の
中
小
事
業
者
に
と
っ

て
も
参
入
可
能
な
市
場
と
な
り
、
地
域
創

生
の
ひ
と
つ
の
核
と
な
る
可
能
性
が
あ

る
。
我
慢
さ
せ
る
省
エ
ネ
で
は
脱
炭
素
ビ

ジ
ネ
ス
も
進
ま
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
た
め
、
各
自
治
体
に
お
い
て
は
、

域
内
に
お
け
る
耐
久
消
費
財
や
建
造
物
の

買
い
換
え
・
建
て
替
え
時
期
と
そ
の
量
を

把
握
し
、
そ
の
際
に
省
エ
ネ
・
再
エ
ネ
投

資
を
確
実
に
導
入
さ
せ
る
こ
と
を
目
標
と

す
べ
き
で
あ
る
。
域
内
の
建
造
物
の
建
築

時
期
に
つ
い
て
は
、
建
築
確
認
を
行
う
部

局
に
お
い
て
把
握
さ
れ
て
い
る
は
ず
で
あ

る
。
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
う
の
で
あ
れ

ば
、冷
蔵
庫
、エ
ア
コ
ン
、自
動
車
と
い
っ

た
耐
久
消
費
財
の
購
入
時
期
と
買
い
換
え

可
能
性
に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
う
べ

き
で
あ
ろ
う
。

⑶
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
容
量
目
標

は
達
成
さ
れ
た
と
考
え
る
誤
り

　

第
三
の
誤
り
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
設
備
容
量
に
関
す
る
目
標
を
設
定

し
、
固
定
価
格
買
取
制
度
の
影
響
で
設
置

さ
れ
た
太
陽
光
発
電
設
備
の
お
か
げ
で
こ

の
目
標
は
達
成
さ
れ
た
と
考
え
る
誤
り
で

あ
る
。
残
念
な
が
ら
、
現
在
設
置
さ
れ
て

い
る
太
陽
光
発
電
設
備
は
２
０
５
０
年
の

脱
炭
素
に
貢
献
し
な
い
。
耐
用
年
数
が
来

て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。
域
外
の
企
業
が

利
潤
目
的
で
設
置
し
た
太
陽
光
発
電
設
備

の
場
合
、
売
電
収
入
が
域
外
に
持
ち
出
さ

れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
そ
の

場
所
に
再
投
資
が
行
わ
れ
る
保
証
は
な

い
。
域
外
の
企
業
で
あ
っ
て
も
そ
の
土
地

に
骨
を
埋
め
る
覚
悟
で
投
資
を
し
て
い
る

企
業
も
あ
る
と
思
う
が
、
と
く
に
固
定
価

格
買
取
制
度
が
は
じ
ま
っ
た
こ
ろ
は
買
い

取
り
価
格
が
高
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
業
種
の

企
業
が
参
入
し
、
利
潤
目
的
で
メ
ガ
ソ
ー

ラ
ー
を
設
置
し
た
。
こ
の
よ
う
な
メ
ガ

ソ
ー
ラ
ー
が
２
０
５
０
年
に
そ
の
場
所
で

稼
働
し
て
い
る
保
証
は
な
い
の
で
あ
る
。

　

こ
の
た
め
、
現
状
の
再
エ
ネ
設
備
に
つ

い
て
は
、
そ
の
容
量
の
大
き
さ
に
満
足
す

る
の
で
は
な
く
、
そ
の
耐
用
年
数
を
把
握

し
て
、
耐
用
年
数
が
到
来
し
た
と
き
に
確

実
に
更
新
さ
れ
る
こ
と
を
目
標
と
す
べ
き

で
あ
る
。
そ
し
て
、
２
０
５
０
年
の
時
点

で
脱
炭
素
の
た
め
に
必
要
な
程
度
の
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
が
備
わ
っ
て
い
る

４
．
４
．基
礎
自
治
体
に
お
け
る
温
暖
化

基
礎
自
治
体
に
お
け
る
温
暖
化

　　

    
政
策
の
誤
り
と
今
後
必
要
な
政
策

政
策
の
誤
り
と
今
後
必
要
な
政
策
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よ
う
に
、
計
画
的
に
再
エ
ネ
投
資
を
進
め

て
い
く
こ
と
が
必
要
と
な
る
。

　

そ
の
際
に
、
地
域
主
体
で
事
業
を
進
め

て
い
く
こ
と
が
、
長
期
的
な
地
域
の
持
続

可
能
性
の
確
保
に
つ
な
が
る
。
す
で
に
、

固
定
価
格
買
取
制
度
の
買
い
取
り
価
格
が

低
下
し
、
今
後
、
さ
ら
に
制
度
の
見
直
し

が
進
め
ら
れ
る
中
で
、
投
資
か
ら
の
収
益

率
も
低
下
し
て
い
る
。
地
域
の
持
続
可
能

性
の
た
め
の
脱
炭
素
投
資
は
、
地
域
の
た

め
に
貢
献
し
た
い
と
い
う
地
域
内
の
小
口

投
資
を
集
め
て
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て

い
く
で
あ
ろ
う
。
こ
の
た
め
に
は
、
公
的

主
体
の
金
融
面
で
の
サ
ポ
ー
ト
も
欠
か
せ

な
い
。
こ
こ
に
お
い
て
も
、
脱
炭
素
投
資

を
進
め
る
た
め
の
地
域
金
融
の
発
展
促
進

と
い
う
、
地
方
自
治
体
の
新
し
い
役
割
が

発
生
す
る
の
で
あ
る
。

　

２
０
５
０
年
か
ら
バ
ッ
ク
キ
ャ
ス
ト
で

脱
炭
素
を
考
え
る
た
め
の
支
援
ツ
ー
ル

と
し
て
、「
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
シ

ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
（
Ｃ
Ｎ
Ｓ
）」
が
無
料
公

開
さ
れ
て
い
る
（https://opossum

.jpn.
org

）。
こ
れ
は
、
筆
者
が
研
究
代
表
者
と

な
っ
て
い
る
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
２
の
成

果
物
で
あ
る
。
Ｃ
Ｎ
Ｓ
で
は
、
基
礎
自
治

体
別
に
脱
炭
素
の
し
や
す
さ
を
把
握
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
ま
ず
、
こ
の
ま

ま
推
移
し
た
場
合
の
２
０
５
０
年
人
口
が

示
さ
れ
る
。
こ
の
人
口
は
変
更
し
て
も
構

わ
な
い
。
２
０
５
０
年
人
口
規
模
に
応
じ

て
、
２
０
５
０
年
の
住
宅
件
数
、
非
住
宅

床
面
積
、
自
動
車
台
数
が
概
算
さ
れ
る
。

住
宅
・
非
住
宅
に
つ
い
て
は
、
建
設
年
代

別
に
示
さ
れ
る
。
自
動
車
台
数
に
つ
い
て

は
、
削
減
政
策
の
効
果
も
勘
案
で
き
る
。

そ
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
何
％
を
、
ゼ
ロ
エ

ネ
ル
ギ
ー
化
す
る
の
か
を
入
力
す
る
。
こ

れ
ら
の
省
エ
ネ
投
資
を
行
っ
た
後
、
な
お

残
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
に
相
当
す
る
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
を
導
入
で
き
る

か
ど
う
か
を
、
環
境
省
な
ど
の
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
デ
ー
タ
を
も
と
に
検
討
す
る
。
Ｃ

Ｎ
Ｓ
を
使
え
ば
、
各
自
治
体
で
の
脱
炭
素

の
し
や
す
さ
が
具
体
的
に
把
握
で
き
る
た

め
、
国
の
目
標
に
合
わ
せ
る
よ
う
な
目
標

設
定
か
ら
は
脱
却
で
き
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
わ
れ
わ
れ
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
は
、
Ｃ
Ｎ
Ｓ
を
用
い
て
、
市
町

村
職
員
向
け
の
研
修
、
地
域
で
の

脱
炭
素
を
考
え
る
市
民
参
加
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
中
学
校
や
高

等
学
校
の
総
合
的
な
学
習
の
時

間
で
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど

で
、
脱
炭
素
未
来
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
進
め
て
い
る
。
こ
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
こ
の
ま
ま
推
移

し
た
場
合
の
２
０
５
０
年
の
各
自

治
体
の
姿
を
視
覚
化
す
る「
未
来

カ
ル
テ
」３
と
、
Ｃ
Ｎ
Ｓ
に
触
れ

た
後
、
２
０
５
０
年
の
未
来
首
長

の
立
場
か
ら
、
今
の
首
長
に
政
策

提
言
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
あ

る
。
脱
炭
素
未
来
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
で
は
、
２
０
５
０
年
を
自
分
ご

と
と
し
て
考
え
る
と
と
も
に
、
地

域
の
課
題
解
決
と
脱
炭
素
を
同
時

に
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な

工
夫
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

脱
炭
素
は
、
日
本
全
体
で
年
間

17
兆
円
に
の
ぼ
る
化
石
燃
料
の
輸

入
額
を
削
減
で
き
、
そ
の
分
を
国
内
に
と

ど
め
る
こ
と
が
で
き
る
取
組
で
あ
る
。
地

域
主
体
で
、
省
エ
ネ
・
再
エ
ネ
・
蓄
エ
ネ

投
資
を
進
め
て
行
け
れ
ば
、
こ
の
分
を
地

方
で
の
雇
用
創
出
に
活
用
で
き
る
可
能
性

が
あ
る
。
脱
炭
素
は
我
慢
し
て
実
現
で
き

る
も
の
で
は
な
い
。
新
し
い
投
資
を
行

い
、
そ
の
た
め
の
産
業
を
活
性
化
し
、
雇

用
を
地
域
で
創
出
で
き
て
は
じ
め
て
実
現

で
き
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
コ
ン
パ
ク
ト
に

集
住
し
て
、
熱
融
通
を
行
う
新
し
い
街
づ

く
り
も
行
う
必
要
が
あ
る
。
地
方
自
治
体

に
お
い
て
は
、
従
来
の
環
境
部
局
に
よ
る

普
及
啓
発
を
中
心
と
し
た
政
策
か
ら
脱
却

し
て
、
全
庁
的
な
取
組
を
進
め
る
必
要
が

あ
る
。

1987年から1998 年まで環境庁で勤務。地球温暖化や循環型
社会政策の立ち上げ、環境基本法案の立案などにかかわる。
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千葉県白井中学校での
脱炭素未来ワークショップの模様
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「
基
礎
自
治
体

レ
ベ
ル
で
の
低
炭
素
化
政
策
検
討
支
援
ツ
ー
ル
の
開
発
と

社
会
実
装
に
関
す
る
研
究
」(2019-2021

：
研
究
代
表

者
倉
阪
秀
史
）

３「
未
来
カ
ル
テ
」
も
、https://opossum

.jpn.org

か

ら
無
料
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
科
学
技

術
開
発
機
構
社
会
技
術
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー
の
研
究
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
「
多
世
代
参
加
に
よ
る
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
手
法
の
普
及
を
通
じ
た
地
方
自
治
体
で
の
持
続
可
能
性

の
確
保
」（2014-2019

：
研
究
代
表
者
倉
阪
秀
史
）に
よ
っ

て
開
発
さ
れ
た
。
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基
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自
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え
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